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た
が

あ

な

政
治
の
主
役
で
す

７
月
７
日
は
参
議
院
議
員
選

　

し
て
い
ま
す
が
、
４３
年
に
は
６４

挙
の
投
票
日
で
す
。
こ
の
選
挙

　

９７
％
に
落
ち
、
さ
ら
に
前
回
４６

の
投
票
率
が
い
つ
の
場
合
で
も
、　
年
の
選
挙
で
は
ふ
た
た
び
５６

・

き
わ
め
て
低
い
の
は
ど
う
し
た

　

７２
％
と
、
３４
年
に
つ
ぐ
低
い
投

わ
け
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
票
率
で
し
た
。
今
回
は
少
な
く

こ
れ
ま
で
の
本
村
の
投
票
率

　

と
も
７０
％
台
の
投
票
率
を
ぜ
ひ

は
、
昭
和
３４
年
の
５３

・
２３
％
は

　

ほ
し
い
も
の
で
す
。

●
参
議
院
議
員
選
挙
投
票
日
は
７
月
７
日
／
日
曜
日

も
っ
と
も
低
く
、
３７
年
６６
％

・、

４０
年
は
６９
％
と
い
く
ら
か
上
昇

狙
い
を
定
め
て

国
政
の
ゆ
く
え
を
き
め
る
大
事
な
選
挙

か
政
党
化
の
問
題
と
か
、
そ
の

た
び
に
同
じ
こ
と
が
論
じ
ら
れ

ま
す
が
、
国
政
の
ゆ
く
え
を
き

め
る
今
回
の
参
議
院
選
挙
に
、

ひ
と
り
で
も
多
く
投
票
に
参
加

す
る
こ
と
こ
そ
が
、
す
べ
て
の

議
論
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

「あ
な
た
が
政
治
の
主
役
」

で
す
。
他
人
の
意
見
に
た
よ
ら

ず
自
分
で
よ
く
考
え
て
投
票
し

参
議
院
は
衆
議
院
で
行
き
す

ぎ
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
是

正
し
、
審
議
に
慎
重
を
期
す
る

と
こ
ろ
に
参
議
院
本
来
の
使
命

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
参
議
院
に
は
解
散
が
な
く

議
員
は
６
年
間
じ
っ
く
り
と
国

政
に
取
り
く
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

政
党
的
な
立
場
も
も
ち
ろ
ん

大
事
で
す
が
、
衆
議
院
に
く
ら

べ
て
さ
ら
に
人
物
と
餞
兄
が
高

く
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
い
わ
ゆ
る

「良
識
の
府

」
と
い
わ
れ
る
の
も
こ
こ
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。

参
議
院
選
挙
が
近
ず
く
と
、

あ
ら
た
め
て
参
議
院
の
性
格
と

6月 肱94

一は
　

　

一

んだ心で胸澄
　
　
　
〕
り
■
／
　

ヽ

投票時間と投票所

●投票時間 午前 7時から午後 7時まで
●第 1投票場   相内小学校
●第2投票所   太田Jヽ学校
●崎3投票所   脇元公民館
●第4投票所   十三公民館

編集 と発 行/青森県市浦村役場企画室/B召和49年 6月 15日 /電話 (相内):番



mⅢ‖Ⅲ‖Ⅲ
“
昭和49年 6月 15日 mmm m“ Ⅲmmm“剛‖‖‖

"剛
mmm“ 広

要求米価は16,704円

う  らmm mtt mm中‖Hlltm mm‖ mm“側"第 94号 (2)町ⅢmmⅢ
"

‐窓
口
支
払
い
ｏ月
三
万
円
を
こ
え
た
金
額

≡

詈

詈

昌

匡

七

月

一

日

か

ら

実

施

し

ま

す

七
月

一
日
か
ら

「高
額
療
養
費
支
給
制
度
」
が
発
足
し
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
村
の
国
民
健
康
保
険

（国
保
）
に
加
入

し
て
い
る
人
が
医
療
機
関
に
支
払
う
お
金
が

一
カ
月
二
万
円

を
こ
え
た
全
額
に
つ
い
て
国
保
が
負
担
す
る
も
の
で
す
。

か
か
っ
た
と
き
、
病
院
や
診
療

．
所
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の

三
割
分

（自
己
負
担
分
）
が

一

ヵ
月
二
万
円
を
こ
え
る
全
額
を

「高
額
療
養
費
」
と
し
て
国
保

が
負
担
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で

す
。し
た
が
っ
て
、
国
保
の
加
入

者
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
重
い
病

気
に
か
か
っ
て
、
長
い
問
療
養

し
て
も
、
医
療
費
は
月
二
万
円

ま
で
負
担
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
民
生
課
国

保
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

米
価
要
求
大
会
は
五
月

十
二
日
、
農
民
や
農
業
団

体
関
係
者
ら
約
八
十
人
を

集
め
相
内
児
童
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
農
畜
産
物
全
般
の

価
格
補
償
制
度
の
確
立
と
食
糧

自
給
の
達
成
を
要
求
す
る
た
め

①
四
十
九
年
産
の
要
求
米
価

一

万
六
千
七
百
四
円
の
完
全
実
現

と
四
十
八
年
産
米
の
追
加
払
い

三
百
九
十
四
円
の
要
求
実
現
②

農
書
産
物
の
価
格
補
償
制
度
の

確
立
③
飼
料
作
物
、
麦
、
大
豆

畜
産
物
等
の
生
産
増
強
に
よ
る

食
糧
自
給
の
達
成
④
農
業
経
営

近
代
化
協
会
と
の
連
け
い
活
動

⑤
全
国
運
動
へ
の
参
加
。
な
ど

の
運
動
目
標
を
確
認
し
、
農
委

組
織
を
あ
げ
て
強
力
な
運
動
を

進
め
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

終
っ
て
か
ら
、
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
村

内
を
デ
モ
行
進
し
、
要
求
米
価

実
現
を
村
民
に
う
っ
た
え
ま
し

交
通
事
故
、
公
害
な
ど
わ
た

く
し
た
ち
の
生
命
は
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
機
会
も
ま

た
増
え
て
い
ま
す
。

市
浦
村
で
も

一
カ
月
の
医
療

費
が
二
〇
万
円
を
こ
す
家
庭
も

ぁ
り
ま
す
。
こ
う
な
り
ま
す
と

多
額
の
医
療
費
が
家
計
を
圧
迫

し
、
そ
の
家
庭
を
深
刻
な
状
態

に
お
と
し
い
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
多
額
の
医
療
費

の
負
担
を
な
く
す
る
た
め
に
、

七
月

一
日
か
ら

「高
額
療
養
費

支
給
制
度
」
が
発
足
す
る
こ
と

こ
れ
は
、
村
の
国
保
に
加
入

し
て
い
る
人
が
お
医
者
さ
ん
に

―

”
卜
Ｎ
Ｉ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

工
藤
　
　
剣
さ
ん

（
３０
）

昨
年
の
石
油
危

機
で
わ
た
く
し
た

ち
の
生
活
は
、
モ

ノ
不
足
に
悩
ま
さ

れ
、
暮
し
の
隅
々

ま
で
総
点
検
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
ま

し
た
。
な
か
で
も

わ
た
く
し
の
商
売

は
洗
剤
を
使
う
関

係
で
、　
一
時
は
ど

う
な
る
の
か
と
心

配
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
被
服
の
お

古
は
贈
っ
た
り
、
も
ら
っ
た
り

し
て
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

古
い
も
の
で
も
洗
た
く
と
ア
イ

ロ
ン
で
見
違
え
る
ほ
ど
に
な
る

も
の
で
す
。
手
前
ミ
ソ
の
ご
意

見
で
恐
縮
で
す
。

児童福祉施設 (保育所等 )の
保母 さん として働 くご意志のあ

る方は、役場民生課へ登録 して

くだ さい。

施 設か ら申 し込みがあったと

きあっせんいた します。

勤務先 保育所 などの児童福祉
施設

資 格  (1)保 母の資格 を有す る
者

(2)保母資格 はないが、

将来資格取得 を希望す

る者

職 種 (llI規 の常動保母
(2)非 常動の保母

(3)産休代替保母

(4)年休代 替保母

(5)そ の他 これに準 ず る

保母
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脇
元
婦
人
会
で
は
、

冠
婚
葬
察
の
簡
素
化
な
ど

。
ム
ダ
の
な
い
合
理
的
な
生
活
を

し
よ
う
―
之
昨
年
に
引
き
続
き
活
発

を
運
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、

協
力
を
ひ
ろ
く
呼
び
か
け

け
て
い
ま
す
。

出
産
祝
い
、
そ
の
他
見
舞

い
の
礼
状
、
ハ
ガ
キ
は
村

内
の
人
に
は
出
さ
な
い
。

③
磯
松
地
区
で
は
葬
儀
の
際

の
供
物

（菓
子
箱
）
は
全

戸
で
お
供
え
す
る
習
慣
が

あ
る
が
、
関
係
者
の
み
に

紋
る
。

以
上
六
項
目
が
そ
の
内
容
で

す
が
、
同
会
で
は
こ
の
趣
旨
を

チ
ラ
シ
に
し
て
全
戸
に
配
布
し

て
、
合
理
的
な
生
活
づ
く
り
を

積
極
的
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

△
二
級

丸
山
東
保
子

（太
田
小
）

△
三
級

萬
谷
美
奈
子

⌒相
内
小
）

奈
良
明
美

⌒太
田
小
）

△
四
級

藤
田
佳
子

（相
内
小
）
秋
田

谷
せ
き
子
、
佐
藤
信
子

⌒市
浦

中
）
山
田
育
子

（脇
元
小
）
木

村
夏
子
、
奈
良
利
美
、
奈
良
ゆ

り
、
青
山
拓
道

⌒太
田
小
）

△
五
級

角
田
紀
子
、
米
谷
幸
美

（相

内
小
）
和
島
幸
子
、
三
上
智
子

工
藤
久
美
子

（脇
元
小
）
土
岐

一
男
、
奈
良
ち
ど
り
、
奈
良
緑

（太
田
小
）
清
野
貴
子
、
宮
崎

綾
子

⌒十
三
小
）

△
六
級

柿
崎
寿

一
、
青
山
孝
浩
、
山

田
司
美
子

（相
内
小
）
櫛
引
真

紀
子
、
伊
南
美
由
紀
、
伊
南
杉

子
、
富
坂
静
子
、
成
田
隆
仁
、

和
島
利
息
子
、
山
田
里
美
、
成

田
み
ゆ
き
、
中
山
江
利
子
、
和

島
裕
子
、
成
田
睦
子
、
櫛
引
若

子
、
山
田
ま
ゆ
み

（脇
元
小
）

九
山
仁
、
木
村
ゆ
み
子

（太
田

小
）
相
川
息
子
、
相
坂
美
智
子

秋
田
谷
悦
子
、
加
納
美
香
子
、

本
荘
由
加
里
、
成
田
加
世
子

（

十
二
小
）

△
七
級

村
山
恭
輝
、
村
山
美
由
紀
、

佐
藤
友
昭
、
奈
良
佳
子
、
山
田

千
里
、
三
和
智
息
子
、
佐
々
木

頭
仁
、
新
岡
初
江
、
松
本
理
恵

三
和
真
知
子

（相
内
小
）
三
上

順
治
、
和
島
ゆ
た
か
、
葛
西
早

人
、
沢
田
奈
保
子
、
新
岡
恵
理

子
、
佐
々
木
恭
子

（脇
元
小
）

奈
良
敬

一
、
山
本
透

（太
田
小

）
福
島
春

一
、
清
野
篤

（十
二

小
）

ムダのない冠婚葬祭

古
く
か
ら
の
し
き
た
り
で
冠

婚
葬
祭
で
の
冗
費
が
目
立
っ
て

い
ま
す
が
、
イ
ン
フ
レ
、
物
価

高
、
モ
ノ
不
足
に
対
処
す
る
た

め
に
も
、
ム
ダ
の
な
い
生
活
を

―
と
昨
年
は
病
気
の
見
舞
い
返

し
と
不
幸
時
の
赤
飯
回
し
の
全

面
廃
止
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
盆
や
彼
岸
の
墓
参
り

の
供
え
物
も
腐
敗
し
た
り
、
ハ

エ
が
つ
く
な
ど
不
衛
生
な
た
め

片
づ
け
て
帰
る
こ
と
を
徹
底
さ

せ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
実
績
を
も
と
に

こ
と
し
は
、
冠
婚
葬
祭
の
儀
式

の
中
で
、
儀
礼
の
趣
旨
を
そ
こ

な
わ
ず
簡
素
に
で
き
る
も
の
か

ら
実
施
に
移
す
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。

結
納
金
品
は

二
十
万
円
て
い
ど

①
結
納
の
金
品
は
二
十
万
円

て
い
ど
に
す
る
。

②
結
婚
披
露
宴
、
法
要
の
お

ゼ
ン
は

一
汁
七
菜
と
す
る

③
結
婚
披
露
宴
の
引
き
出
も

の
は
千
円
ぐ
ら
い
と
し
、

日
と
り
の
菓
子
を
廃
止
す

④
結
婚
の
お
祝
い
、
法
要
の

ご
仏
前
は
三
千
円
て
い
ど

と
す
る
。

③
忌
明
け
、
病
気
見
舞
い
、

太
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ

（会
長
＝
奈
良
正

正
勝
さ
ん
）
で
は
こ

の
ほ
ど
、
会
員
四
十

八
人
が
総
出
で
校
庭

の
整
地
作
業
を
奉
仕

し
、
学
校
が
わ
か
ら

大
変
感
謝
さ
れ
ま
し

同
校
の
校
庭
は
砂

地
の
た
め
、
風
の
吹

く
た
び
ご
と
に
砂
だ

ま
り
が
で
き
、
せ
っ

か
く
設
置
さ
れ
て
い

る
プ
ラ
ン
コ
、
シ
ー

ソ
、
回
せ
ん
塔
の
遊

び
も
思
う
よ
　
に
で
き
ま
せ

で
し
た
。

作
業
は

一
日
で
終
り
ま
し

た
が
、
会
員
は
運
び
こ
ま
れ

て
く
る
土
を
ひ
た
い
に
汗
を

う
か
べ
な
が
ら
、
ク
ヮ
ゃ
ス

コ
ッ
プ
で
ま
き
散
ら
し
た
ほ

か
、
花
だ
ん
の
整
備
も
奉
仕

同
校
で
は
、
教
育
目
標
の

な
か
に

「体
力
づ
く
り
の
日

常
化
」
を
か
か
げ
て
い
る
だ

け
に
、
二
十
二
日
に
は
部
落

ぐ
る
み
の
運
動
会
が
で
き
そ

う
だ
―
と
、
大
喜
び
で
す
。
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‥自
治
功
労
の
葛
西
鋭
羊

脇
元
地
区
の
葛
西
鋭
美
さ
ん
　
　
葛
西
さ
ん
は
昭
和
十
七
年
四

（
７３
）
は
、
長
い
間
の
自
治
功

　

月
か
ら
三
十
九
年

一
月
ま
で
、

労
が
み
と
め
ら
れ
、
春
の
叙
勲

　

通
算
六
期
村
議
会
議
員
を
務
め

で
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章

　

一二
十
年
間
に
わ
た
る
地
方
自
治

し
ま
し
た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
振
興
発
展
に
尽
し
た
功
績
が

華
嵯

攘

寵

燒

魃

爆

み
ど
り
豊
か
に
植
樹
祭

奪 鍵
軍 零み

と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
二
十
六
年
か
ら
十
年

間
、
脇
元
薪
炭
共
用
林
野
組
合

長
を
務
め
た
ほ
力、
、
農
業
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
も
歴

任
し
ま
し
た
ｏ

「感
激
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
と
い
っ
た
功
績
も
な
い
の

で
す
が
、
あ
り
が
た
く
ぉ
受
け

し
ま
し
た
。
思
い
出
に
の
こ
る

こ
と
は
、。
昭
和
三
十
年
、
合
併

促
進
委
員
の
一
人
と
し
て
市
浦

村
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
で
す
」
。

●
新
電
気
料
金
は
五
月
二
十

一

日
認
可
を
う
け
、
六
月

一
日
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
六
月
分
の
電
気
料
金
は

新
、
旧
混
み
で
お
支
払
い
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
、
七
月
分
か

ら
は
全
面
的
に
新
料
金
と
な
り

ま
す
。

●
新
料
金
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

立
場
か
ら
、
多
く
使
う
ほ
ど
割

高
と
な
る
通
増
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
た
と

え
ば
家
庭
用
電
灯
の
一
キ
ロ
ヮ

ッ
ト
時
料
金
は
、
従
来

一
律

一

〇
円
六
五
銭
で
し
た
が
、
新
料

金
で
は
最
初
の
一
二
〇
キ
ロ
ワ

ッ
ト
時
ま
で
は

一
一
円
九
五
銭

次
の
八
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
ま
で

は

一
五
円
三
〇
銭
、
さ
ら
に
そ

れ
の
起
過
分
は

一
六
円
六
五
銭

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
浦
営
林
署

（村
井
英
夫
署

長
）
で
は
、
五
月
二
十
日
午
前

十
時
か
ら
、
磯
松
山
国
有
林
六

十
六
林
班
内
で
来
賓
、
職
員
な

ど
約
八
十
人
に
よ
る
植
樹
祭
を

行
い
ま
し
た
。

植
樹
祭
は
ま
ず
、
村
井
署
長

が

「森
林
資
源
は
共
有
財
産
で

ぁ
る
以
上
、
地
域
ぐ
る
み
で
育

て
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

続
い
て
植
樹
に
う
つ
り
、
相

内
苗
畑
で
育
て
た
三
年
生
の
杉

八
百
本
を
○

。
二
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
斜
面
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

植
樹
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、
脇

元
地
区
か
ら
約
六
キ
ロ
の
ゆ
る

や
か
な
斜
面
で
立
地
条
件
も
よ

く
、
杉
の
生
育
に
適
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
植
樹
の
あ
と
山
火
事

警
防
会
議
を
開
き
、
山
へ
入
っ

て
も
人
の
し
ま
つ
は
き
ち
ん
と

行
う
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ｌ
ｉ
Ｎ
卜
Ｎ
Ｉ

受章の喜びを語る葛西さん

美しい自然は山の緑から一。人念に杉が植えられてゆく

たばこのポイ投 げはやめる

山菜 とり、 レクリエーション、ハ イキ ング

山火事 をふせ ぎ、青森県の名にふ さわ   などで入山の ときは、林 内での くわえ「たばこ
しい緑豊 かな森林資源 を守 りま しょう。   こ」 をやめ、吸 いが らのあ としまつ を完全に。

忘れるな 。′山の心得、火の しまつ
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今
月
後
半

の
天
候
は
、

と
き
ど
き
冷

涼
な
期
間
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
月

平
均
の
気
温

は
大
体
平
年

並
み
で
、
雨

量
は
平
年
よ

り
少
な
い
見

込
み
で
す
。

活
着
促
進
と
水
管
理

水
深
は
、
畑
苗
で
３
１
４
ｃｍ

折
衷
苗
で
５
１
６

ｍ
、
機
械
植

は
水
没
し
な
い
よ
う
深
水
に
す

る
。
活
着
後
は
晴
天
の
場
合
極

力
浅
水
と
し
分
け
つ
促
進
に
つ

と
め
る
。

害
虫
防
除

６
月
下
旬
１
７
月
上
旬
発
生

の

「イ
ネ
キ
モ
グ
リ
バ
イ
」

（

カ
ラ
バ
イ
）
の
発
生
防
除
に
は

ア
ッ
パ
粉
、
シ
ア
サ
イ
ド
、
ペ

ス
タ
ン
等
で
防
除
す
る
。

初
期
除
革
剤

Ｍ
Ｏ
、
ニ
ッ
プ
、
サ
タ
Ｉ
Ｍ

を
使
用
、
残
効
期
間
は
１５
１
２０

日
位
で
あ
る
。

中
期
除
草
剤

サ
タ
ー
ン
Ｓ
、
マ
メ
ッ
ト
、

ゲ
ザ
エ
ム
、
ト
レ
モ
リ
ン
、
ス

エ
ッ
プ
Ｍ
３
１
４
キ
ロ
を
む
ら

な
く
散
布
す
る
。
ノ
ビ
エ
の
多

い
水
田
で
は
１
葉
期
か
ら
１
・

５
葉
期
に
散
布
す
る
。

除
草
剤
の
使
用
時
に
低
温
の

日
が
つ
づ
く
と
き
は
、
ス
エ
ッ

プ
Ｍ
、
ト
レ
モ
リ
ン
、
ゲ
ザ
エ

ム
等
の
ホ
ル
モ
ン
型
の
陰
草
剤

を
使
用
す
る
。

後
期
除
車
剤

Ｍ
ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｂ
は
１０
ア
ー
ル
３

１
４
キ
ロ
、
Ｍ
Ｃ
Ｐ
は
３
キ
ロ

広
葉
雑
草
の
２
１
３
葉
期
に
６

ｍ
位
の
水
深
に
し
て
使
用
す
る
。

除
草
効
果
は
保
水
力
と
水
温

の
関
係
が
大
き
く
、
４
１
５
日

以
上
の
保
水
と
２０
度
以
上
の
水

温
に
よ

つ
て
除
草
効
果
が
大
き

復
原
日
の
管
理

復
原
田
は
初
期
生
育
が
や

お
と
り
、
秋
ま
さ
り
傾
向
に
な

り
が
ち
で
す
。
特
に
雑
草
が
鋤

込
ま
れ
て
い
る
の
で
下
旬
か
ら

硫
化
水
素
ガ
ス
が
発
生
す
る
。

１
週
間
程
度
の
中
干
し
が
よ
い
。

中
干
し
は
無
効
分
け
つ
期
か
ら

幼
穂
形
成
期
直
前
ま
で
の
間
に

行
う
の
が
よ
く
、
ま
た
極
端
な

低
温
度
に
は
や
ら
ず
晴
天
の
日

に
地
域
開
発
に
し
て
も
絶
対

的
林
地
で
は
な
く
、
村
の
産

業
経
済
振
興
に
つ
な
が
る
牧

野
改
良
、
大
型
草
地
造
成
、

さ
ら
に
は
企
業
の
進
展
に
寄

与
す
る
こ
と
も
考
え
る
時
期

に
き
て
い
ま
す
。
」

一
見
と
っ
つ
き
に
く
い
風

貌
だ
が
、
話
す
こ
と
が
い
か

よ
う
な
明
る
い
人
柄
を
の
ぞ

か
せ
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず

父
は
青
森
、
母
は
弘
前
の
生

れ
で
生
枠
の
津
軽
人
だ
か
ら

で
あ
ろ
う
。
父
が
青
函
連
絡

船
に
乗
っ
て
い
た
関
係
で
昭

和
二
十
六
年
、
函
館
東
高
校

を
経
て
岩
手
大
学
農
学
部
林

学
科
を
三
十
年
に
事
業
、
七

年
間
静
岡
県
庁
へ
務
め
た
あ

と
、
函
館
営
林
局
管
内
に
八

年
、
本
村
へ
は
こ
と
し
の
四

月
、
東
京
局
治
山
課
長
補
佐

か
ら
赴
任
し
た
。

本
村
の
ヒ
パ
の
特
性
に
つ

い
て

「
ヒ
パ
は
二
百
年
か
ら

し
た
が
っ
て
木
目
は
美
し
く

耐
久
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー
ル
は
自
蟻
に

強
い
の
で
建
築
材
と
し
て
最

高
で
し
ょ
う
」
と
ヒ
パ
の
Ｐ

Ｒ
を
忘
れ
な
い
。

趣
味
は
読
書
。

初期の生育促進

をはかりましょう

れ
癬
齢
醐
翻
〔
　
　
地
域
開
発
に
も
力
を
　
潮軒
綱

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
　
　
に
も
若
々
し
く
竹
を
割
っ
た
　

神
秘
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

ハ

日
の

諦

間

―嫁至ゝ



放
牧
場
で
五
月
二
十

　

の
育
成
を
進
め
る
こ
と
に
も
ね

一
日
ご
ろ
か
ら
、
呼
吸
困
難
で
　

らヽ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
放
牧
牛
全
部

　̈　　雌　　師　　』̈一一　　　　　　　̈集め、
健
康
診
断
と
治
療
を

い
ま
し
た
が
、
牛
の
病
死
に

い
て
は
木
造
家
畜
保
健
所
で

、
①
生
後
ニ
カ
月
ぐ
ら
い
の

６
フ
　
　
　
　
ベ
て
も
ら

回　
　
　
で

一̈　　　　一一　　　　”け　　　̈
一』一̈
設しぃ］晴熱」。　時“螂嚇［押ないЮ』針薇

ン
タ
ー
で
牛
の
霊
を

　

飼
い
か
ら
牧
場
へ
と
環
境
の
変

善風　　　囃わ％こ「暉南珠け駐猜い
（ま　鍬静わ一裁則畦″い一獅泌

や
く
）
払
い
と
飼
育
農
家
の
意

　

らヽ
れ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

識
高
揚
を
は
か
り
、
健
康
な
牛

mmШШ山帥昭和49年 61115日 mmmmmШ‖剛Шmmm"Ⅲ m mmt広

出
か
せ
ぎ
者
の
健
康
祈

っ
て

相
囚
　
出
発
前
に
安
全
祈
願
祭

相
内
地
区
の
出
稼
労
働
者
組

合

（組
合
長
＝
奈
良
正
守
さ
ん

）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
神
明
宮
で

出
か
せ
ぎ
者
の
安
全
祈
願
祭
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
約
五
十
人
の
出
か

せ
ぎ
者
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま

し
た
が
、
脇
元

・
洗
磯
崎
神
社

の
松
橋
徳
夫
宮
司
の
お
は
ら
い

を
受
け
、
出
か
せ
ぎ
先
で
の
無

事
故
を
祈
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
二
重
助
役
が

「村

で
も
出
か
せ
ぎ
解
消
に
力
を
入

れ
、
企
業
誘
致
や
地
場
産
業
の

育
成
に
努
力
し
て
い
る
が
、
ま

だ
ま
だ
出
か
せ
ぎ
に
頼
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
出
か
せ
ぎ
に

行
く
以
上
は
健
康
に
留
意
し
、

事
故
の
な
い
よ
う
に
―
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

祈
願
祭
に
集
っ
た
か
た
た
ち

は
農
繁
期
が
終
り
し
だ
い
、
関

東
、
中
京
方
面
へ
出
か
せ
ぎ
に

行
き
ま
す
。

牛の霊を慰める獣魂祭

病牛はいないかどうか確認する獣医さん

松橋宮司のおはらいを受 ける出かせ ぎ者

神 ト

行政管理庁では、住民 の行政 に関する苦情等
の相談 に応 じ、その解決を手助 けす るため、つ

ぎの方 を「行政相談委員」 に委嘱 してお ります。

鳴海金次郎 さん (相内)電話45番

相談は、無料 で口頭、電話、手紙のいずれの方

法で もよ く、相談 を受 けた行政相談委員は、秘

密 を守 り親 身 にお世話す ることになっています。

相談 の内容 は、役所の仕事に関することであ

れば何で もよ く、た とえば、役所の仕事が遅 い

不親切だ、納得で きない、法律や手続 がわか ら

ない等 日ごろお困 りになっていること、不満 に

思 っていることが対象 になります。
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子
宮
ガ
ン
は
、
女
性
全
ガ
ン
の
約
二
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ガ
ン
の
発
生
を
予
防
す
る
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
子
宮
ガ
ン
は
胃
ガ
ン
や
肺
ガ
ン
よ
り
完

全
な
治
療
が
行
わ
れ
や
す
い
ガ
ン
で
す
。

で
す
か
ら
、
健
康
だ
と
思
っ
て

い
る
人
で
も
、
子
富
ガ
ン
の
発

生
に
は
十
分
気
を
使
い
、
お
っ

く
う
が
つ
た
り
、
恥
し
が
っ
た

り
し
な
い
で
、
健
康
診
断
や
集

団
検
論
を
進
ん
で
受
け
る
よ
う

子
宮
ガ
ン
の
原
因
は
い
ま
の

と
こ
ろ
明
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。

子
宮
ガ
ン
は
、
ガ
ン
の
発
生

す
る
場
所
に
よ
っ
て
二
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
胎
児
の
宿
る
と

こ
ろ
に
で
き
る
子
宮
体
ガ
ン
と

子
宮
の
入
口
に
で
き
る
子
宮
頚

ガ
ン
が
あ
り
ま
す
。

発
病
年
令
に
つ
い
て
は
、
統

計
的
に
四
十
歳
代
が
も
っ
と
も

多
く
、
次
い
で
五
十
歳
代
、
三

十
歳
代
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
三
十
歳
前
後
か
ら
年
に

一
、
二
回
の
検
診
は
必
ず
受
け

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

子
宮
ガ
ン
に
か
ぎ
ら
ず
ガ
ン

の
や
っ
か
い
な
点
は
苦
痛
が
な

い
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
自

分
自
身
で
注
意
し
て
子
宮
ガ
ン

の
発
見
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

・
●
出
　
　
　
血

月
経
時
以
外
に
わ
ず
か
な
出

血
を
み
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

な
ん
で
も
な
い
と
き
で
も
出
血

し
ま
す
。
こ
と
に
年
配
の
人
は

少
量
で
も
検
診
を
受
け
ま
し
よ

●
お

り
も

の

出
血
が
わ
ず
か
な
場
合
は
、

責
色
、
か
っ
色
、
自
色
ま
た
は

水
の
よ
う
な
お
り
も
の
と
し
て

あ
ら
わ
れ
ま
す
。

●
月
経
の
異
常

ふ
つ
う
に
く
ら
べ
て
量
が
多

く
な
っ
た
と
か
、
長
び
く
と
か

不
規
則
に
な
っ
た
り
し
た
と
き

は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
下
腹
部
の
不
快
感

出
血
や
お
り
も
の
が
な
く
て

も
、
下
腹
が
重
苦
し
ぃ
と
か
一

に
ぶ
い
痛
み
が
あ
る
こ
と
も
ぁ

り
ま
す
。

ガ
ン
の
初
期
の
段
階
で
は
痛

み
も
、
こ
れ
と
い
っ
た
症
状
も

あ
ら
わ
れ
ま
せ
ん
。
こ
と
に
お

年
寄
り
や
夫
を
亡
く
し
た
か
た

で
は
、
ガ
ン
が
あ
る
て
い
ど
進

ま
な
い
と
症
状
が
で
て
き
ま
せ

ん
。〓
｝十
歳
代
以
上
の
か
た
は
症

状
が
な
く
て
も
年
二
回
、
少
な

く
と
も
年

一
回
の
検
診
は
受
け

受 けた人

精密検査 を必要 とす る人

1子
宮ガンの検診状況  |

上のグラフは年次ごとの受診状況です。

①昨年は検診希望者が 104人 もあったのに受けた人は60人 (63%)で した。

②

“

人のうち相密検査が必要であった人は13人でした。その結果 1人 は子宮

筋腫で手術。 1人 は異型上皮でラジウム照射 し、いまも観察中です。

③ほかに何日か治療した人もありますが、いまのところ健康状態です。

子宮筋種で 1人手術
異型上皮で 1人 ラジウム照射

6月 か ら 9月 までの間

ごみの収集 日が次の とお

り変 ります。

毎週 月曜 日

(残飯、汚物 等の回収 )

毎週木曜 日

(燃えるごみ、燃 えない

ごみの回収 )

ゴ ミの袋詰 めにご協力を

●ごみの不法投棄 は環境

の美化をそこねるばか

りでな く伝染病 の発生

源 ともなりますので、

絶対やめま しょう。

●集積場所 には当 日の朝

出すこと。

●燃 えるごみ、燃 えない

ごみの区分 して出す こ

と。

●ごみは ビニール袋、ポ

ール箱等 に入れて出す

こと。
ことしの検診は22日 です
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で
い
て
そ
ば
に
一
通
の
書
置
き

が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
「わ
た
し
の
病
気
は
不
治
の

病
で
す
。
た
だ
生
き
て
い
て
も

手
足
ま
と
い
に
な
る
ば
か
り
だ
（

お
き
ん
の
縁
談
も
さ
ま
た
げ
ら

れ
る
。
だ
か
ら
、
山
王
の
神
に

余
生
の
命
と
引
き
替
え
に
田
畑

の
仕
事
を
お
願
い
し
た
。
お
き

ん
よ
。
わ
た
し
の
死
は
死
で
は

な
く
、
神
に
召
さ
れ
た
の
だ
か

ら
悲
し
ん
で
は
い
け
な
い
。
山

王
の
神
は
願
う
者
を
見
捨
て
る

こ
と
は
な
い
―
」

お
き
ん
は
悲
し
み
な
が
ら
父

の
葬
い
を
す
ま
せ
た
あ
と
、
山

王
の
日
枝
神
社
に
藁
や
布
で
作

っ
た
三
匹
の
猿
形
を
献
納
し
て

拝
礼
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
一
つ

の
猿
形
が
動
き
出
し
、
見
る
見

る
う
ち
に
立
派
な
若
者
と
変
身

し
て
、
お
き
ん
の
ム
コ
に
な
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
お
き
ん

も
喜
ん
で
承
諾
し
ま
し
た
が
、

若
者
に
は
名
前
が
な
か
っ
た
の

で
、
お
き
ん
は

「秋
田
谷
猿
之

介
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

猿
之
介
は
働
き
者
で
朝
は
星

の
あ
る
う
ち
に
出
か
け
、
夕
に

は
星
を
い
た
だ
く
ま
で
働
き
、

た
ち
ま
ち
の
間
に
財
を
ふ
や
し

裕
福
に
な
り
ま
し
た
。

ｄお「お誕生
（鍾獅塚”「
一榊動一

（隷醐　』割
一鵬蔵一

（椰晰桐肝摯子（⌒磯′‐ヽ松ｒ）

（魏帥　喘苺
一棚商一

（“結百翻社
一糊五一

（蹴藤　　れ
一翻由一

高
橋
聖
毅

（十
三
）
義
英

小
寺
謙
吾

（脇
元
）
武
明

葛
西
隆
散

（脇
元
）
公
平

葛
西
智
仁

（脇
元
）
久
雄

山
田
圭
輔

（脇
元
）
優
悦

三
上
勝
也

（相
内
）
三
男

山
田
浩
美

（相
内
）
欽
司

奈
良
大
樹

⌒太
田
）
嘉
高

近
藤
雅
美
子

（十
三
）
カ

エ
藤
喜
美
子

（常
盤
）
喜
勝

大
町
利
夫

（青
森
）
睦
雄

須
藤
さ
と
み

（青
森
）
繁

一“』〕ご結婚

（脚耐「椰薇
一置「一

（脚脚さ級響
一臓凛一

（に脚ヤ畑凱
一嘲内一

（琳廟　鵬篠
一岬脚一

（い麻、動鶴
一麒繭一

皐組 篠磐
多    美

季良 挙久

中

島
石
太
郎

（
十

三

）
７８
歳

山

田
　
留

一

（
脇

元

）

７２
歳

石
岡

　

や

さ

（脇

元

）

７４
歳

福
井

　

さ
と

（
十

三

）

８４
歳

（十
三
）

（北
海
道
）

（十
三
）

（岡
山
）

８＞
‐‐‐‐‐‐‥‐‐‐‐‐‐‐‐‐
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

①

大
山
祗
神
社

（桂
Ｕ

山

内

英

太

郎

●

昔
、
桂
川
に
秋
田
屋
惣
兵
衛

と
い
う
貧
し
い
百
姓
が
い
ま
し

か
つ
て
ば
十
二
湊
の
網
元
を

し
た
と
い
う
惣
兵
衛
で
し
た
が

興
国
二
年

（
三
里
）
の
大
津
波

で
被
害
を
受
け
、
板
割
沢
に
引

越
し
て
娘
と
二
人
で
細
々
と
そ

の
日
暮
し
の
百
姓
を
し
て
い
ま

し
た
。
娘
は
お
き
ん
と
い
っ
て
絶
世

の
美
人
で
し
た
か
ら
、
た
く
さ

ん
の
縁
談
が
持
ち
こ
ま
れ
ま
し

た
。
惣
兵
衛
は
お
き
ん
を
嫁
に

や
る
こ
と
を
た
め
ら
い
、
ム
コ

養
子
を
迎
え
よ
う
Ｌ
し
ま
し
た

が
、
す
ぐ
に
来
て
く
れ
る
お
ム

コ
さ
ん
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
惣
兵
衛
は
、
年
ご
ろ
に
な
っ

て
も
の
思
い
に
ふ
け
る
娘
の
姿

を
見
て
胸
を
痛
め
、
山
王
の
日

枝
神
社
に
よ
い
お
ム
コ
さ
ん
が

来
て
く
れ
る
よ
う
に
、
と
願
を

か
け
ま
し
た
。
雨
の
日
も
雪
の

日
も
続
け
ま
し
た
。　
一
年
経
ち

二
年
も
過
ぎ
ま
し
た
が
、
神
様

の
霊
験
は
あ
ら
わ
れ
ま
せ
ん
で

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
惣
兵

衛
は
病
気
に
か
か
っ
て
、
か
ら

だ
が
不
自
由
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
お
き
ん
は

一
人
で
田

畑
に
出
て
働
き
ま
し
た
。
女
手

一
つ
で
は
仕
事
が
は
か
ど
ら
ず

田
植
え
も
時
期
が
お
く
れ
る
よ

そ
し
て
、
あ
る
日
。
毎
日
の

働
緯
に
疲
れ
た
お
き
ん
は
、
田

の
畦
に
倒
れ
て
眠
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
う
と
う
と
と
な

っ

た
と
き
、
夢
う

つ
つ
に
山
王
の

神
様
が
あ
ら
わ
れ
て
、
た
く
さ

ん
の
猿

に
田
植
え
を
さ
せ
ま
し

た
。
お
き
ん
は
は

っ
と
気
づ

い

て
目
を
さ
ま
し
、
あ
た
り
を
見

ま
わ
し
た
と
こ
ろ
、
夢
の
と
お

り
田
は
青
々
と
全
部
植
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
お
き
ん
は
驚
き

と
喜
び
を
か
く
し
き
れ
ず
、
急

い
で
家
に
帰
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
惣
兵
衛
は
す
で
に
死
ん

板 割猿賀神社の前身が大山祗神社だといわれる


